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要約 

 

株式会社タチエスが 2025 年 5 月 30 日に発表した新中期経営計画「TVE 
(Transformative Value Evolution) Wave2 2027」は、リストラクチャリングを完了した

「Wave1」の再生・強化フェーズから、野心的な成長を目指す「Wave2」への移行を明

確に宣言するものである。本レポートは、この新中期経営計画の内容を精査し、成長

性、リスク、海外展開、人材戦略、そして知財・無形資産戦略の 5 つの観点から多角

的に評価するとともに、投資家、業界関係者、メディア、アナリストからの反応を統合

的に分析する。 

本計画の核心は、2030 年までに売上高 4,000 億円、自己資本利益率（ROE）10%以

上という高い長期目標と、計画 2 年目にあたる 2026 年 3 月期に減収減益を見込むと

いう厳しい短期予測との間に存在する緊張関係にある。この「信頼性のギャップ」は、

計画の実現可能性に対する市場の懐疑的な見方を象徴している。 

成長の原動力として、「深化・進化・新化」の「3 つのシンカ」を掲げ、既存のシート

事業の高度化（深化）、車室空間プロデューサーへの転換（進化）、そして非自動車分

野への進出（新化）を追求する。特に、五感を刺激する次世代シートの開発は「進化」

戦略の象徴であり、同社の技術革新意欲を示すものとして注目される。 

一方で、計画の実行可能性、特に主要市場である中国事業の不振と、非自動車分野とい

う未知の領域への挑戦は重大なリスク要因である。これらの不確実性に対し、タチエス

は株主還元策の大幅な強化を打ち出した。年間配当金の下限設定や総還元性向 50%以

上という目標は、戦略遂行中の株価を支え、投資家の信頼を維持するための戦略的ツー

ルとして機能している。 

市場の反応は二分されている。一部のアナリストは長期的な変革ストーリーを評価し

「強気」のレーティングを付与する一方、短期的な業績悪化と実行リスクを懸念する

「中立」的な見方も根強い。株価が発表後に持続的な上昇を見せていないことや、依然



として 1 倍を大きく下回る株価純資産倍率（PBR）は、市場が計画の成功を確信するに

は至っていないことを示唆している。 

結論として、「TVE Wave2」は、タチエスが独立系サプライヤーとして生き残るため

の、ハイリスク・ハイリターンな挑戦である。計画の成功は、経営陣が短期的な業績悪

化と長期的な成長目標との間のギャップを埋めるための具体的な道筋を、より高い透明

性をもって示せるかどうかにかかっている。 

 

I. 序論：戦略的転換点に立つタチエス 

 

 

100 年に一度の大変革という文脈 

 

株式会社タチエスが新中期経営計画を策定した背景には、自動車業界が直面する「10 0
年に一度の大変革」がある 1。CASE（コネクテッド、自動運転、シェアリング、電動

化）や MaaS（Mobility as  a  Se rvice）の進展は、自動車の価値を単なる移動手段か

ら、移動体験を提供する空間へと変容させている。このパラダイムシフトは、タチエス

のような従来の部品サプライヤーに対し、既存の役割を超えた自己変革を迫る強力な圧

力となっている。独立系のシートメーカーとして、特定の自動車メーカー系列に属さな

い同社にとって、この変革期は新たな顧客を獲得する好機であると同時に、巨大な系列

サプライヤーとの競争が激化する試練の時でもある。 

 

リストラクチャリングから成長へ：TVE の物語 

 

20 25 年 5 月 30 日に発表された新中期経営計画「TVE (Transformative  Value  
Evolution) Wave2 20 27」は、単独の計画ではなく、長期的な企業変革の物語における

次章と位置づけられる 2。この物語は、20 21 年度から 20 24 年度にかけて実施された

「Wave0」および「Wave1」から始まる。この先行フェーズは、明確に「再生・強

化」の期間と定義され、収益構造の改善と資産効率の向上に主眼が置かれた 4。 



この期間中、タチエスは平塚工場の閉鎖や北米・中南米における事業所の再編、人員の

最適化といった、痛みを伴うものの不可欠なリストラクチャリングを断行した 6。これ

らの施策が奏功し、20 25 年 3 月期には増益を達成したことが、より野心的な成長戦略

を掲げる「Wave2」の土台となっている 7。経営陣は、「TVE」という一貫したブラン

ドの下で、まず守りを固めて収益基盤を再構築し（Wave1）、その上で攻めに転じる

（Wave2）という論理的なストーリーを市場に提示している。したがって、

「Wave2」の評価は、その前段階である「Wave1」の成果と切り離しては考えられな

い。 

 

独立系サプライヤーのジレンマ 

 

タチエスが国内でも数少ない独立系の自動車シートメーカーであるという事実は、その

戦略に特有の機会と制約をもたらす 2。トヨタ紡織のような系列系サプライヤーと異な

り、特定のメーカーに縛られないため、幅広い顧客基盤を構築できる柔軟性を持つ。し

かしその反面、系列内の安定した受注や、親会社と連携した大規模な研究開発投資とい

った恩恵は受けられない。このため、「TVE Wave2」のような戦略的な賭けは、同社

の将来を左右する極めて重要な意味を持つ。成功すれば飛躍的な成長が期待できるが、

失敗すればその存立基盤を揺るかねない。この独立系ならではのジレンマが、新中期経

営計画のあらゆる側面に色濃く反映されている。 

 

II. 中期経営計画「TVE Wave2 2027」の徹底解剖 

 

 

A. 戦略の中核をなす「3 つのシンカ（深化・進化・新化）」 

 

新中期経営計画の根幹を成すのは、「深化」「進化」「新化」という「3 つのシンカ」

による事業領域の拡大という成長哲学である 1。これは、既存事業の足場を固めつつ、

未来の成長領域へ大胆に踏み出すという、バランスと野心を両立させようとする経営の

意思表示である。 



 

深化 (Deepening) ：コア事業の徹底的な強化 

 

「深化」は、屋台骨である自動車シート事業の競争力を極限まで高めることを目指す。

これは現状維持ではなく、積極的な最適化を意味する。 

● 「モノづくり競争力の強化 2.0」：この戦略の核心は、デジタル技術を最大限に活

用し、グローバル規模で生産プロセスを変革することにある 9。スマートファクト

リーの推進や開発プロセスのデジタル化を通じて、抜本的な生産性向上を実現し、

コスト競争力を高める。ここで生み出されたキャッシュフローが、後述する「進

化」と「新化」という、より投機的な挑戦を支える原資となる。 
● 「組織営業力の強化 2.0」：単に製品を売り込むのではなく、ターゲットとする車

種を明確に定め、より戦略的かつデータ駆動型のアプローチで受注を強化する方針

を示す 9。これにより、限られた経営資源を最も収益性の高い案件に集中させ、持

続的な価値向上を図る。 

 

進化 (Evolving) ：車室空間プロデューサーへの転換 

 

「進化」は、タチエスが単なるシートメーカーから、乗員の体験価値を創造する「車室

空間プロデューサー」へと変貌を遂げるという、最も象徴的なビジョンである 8。これ

は、自動運転の普及によって車内での過ごし方が多様化し、インテリアの価値が飛躍的

に高まるという業界トレンドに対する直接的な戦略的回答である。 

この「進化」を具体的に示す好例が、「五感を刺激する没入シート」の開発である 10。

このシートは、従来の座り心地に加え、冷暖房機能、香り、音響、振動などを統合制御

し、乗員にリラクゼーションやエンターテインメントといった新たな体験を提供する 
10。これは、タチエスがハードウェアの製造から、ソフトウェアやユーザーエクスペリ

エンス（UX）デザインといった新たな領域へ踏み出す決意の表れである。 

 

新化 (Innovating) ：非自動車分野への挑戦 

 



「新化」は、自動車業界とは全く異なる分野に参入し、新たな事業の柱を創造するとい

う、3 つのシンカの中で最も野心的かつリスクの高い戦略である 8。これは、景気変動

の影響を受けやすい自動車産業への過度な依存から脱却し、長期的な経営の安定化を図

るための布石と解釈できる。しかし、現時点では具体的にどの市場をターゲットにする

のかが明示されておらず、この戦略の具体性と実現可能性については、依然として大き

な不透明感が残る。 

 

B. 財務アーキテクチャと資本戦略 

 

本計画は、野心的なビジョンを具体的な数値目標と資本政策によって裏付けている。 

 

主要財務目標 

 

計画が掲げる主要な経営指標（KPI）は以下の通りである。 

● 長期目標：2030 年までに連結売上高 4,000 億円規模への拡大を目指す 9。 
● 資本効率目標：ROEを、資本コストを上回る水準として 10%以上と定める 14。こ

れは、東京証券取引所が低 PBR企業に対して改善を要請している市場の動向を強

く意識した目標設定である。 

 

信頼性のギャップ：短期予測と長期目標の乖離 

 

しかし、この財務計画には重大な矛盾が存在する。2030 年の野心的な目標を掲げる一

方で、会社自身が公表した 2026 年 3 月期の業績予想は、大幅な減収減益となってい

る。売上高は 2,853 億円（2025 年 3 月期実績）から 2,570 億円へ 9.9%減少し、親会

社株主に帰属する当期純利益は 113億円から 80 億円へと 29.3%も減少する見通しだ 
15。 

この短期的な落ち込みから、2030 年の売上高 4,000 億円という目標を達成するため

に必要な爆発的な成長へ、どのようにして V 字回復を遂げるのか。その具体的な道筋



や起爆剤（大規模な新規受注、M&A、「新化」事業の成功など）が計画では明確に示

されておらず、これが市場の懐疑論を招く最大の要因、「信頼性のギャップ」となって

いる。 

 

資本配分と株主還元 

 

この不確実性の高い戦略を遂行するにあたり、タチエスは株主への還元を大幅に強化す

る方針を打ち出した。これは、投資家の信頼を繋ぎとめるための極めて重要な政策であ

る 19。 

● 還元総額：2025 年度から 2027 年度の 3 年間で 135 億円を想定。これは、過去 4
年間の実績である 99 億円から大幅な増額となる。 

● 配当政策：1 株当たり 103.8 円（2025 年 3 月期実績、DOE4%相当）を下限配当

として導入。業績変動に関わらず、安定した配当を約束する。 
● 総還元性向：目標として 50%以上を目指す。 
● 自己株式取得：市場環境や業績を鑑み、機動的な自己株式取得も検討する。 

この積極的な株主還元策は、単なる利益の分配ではない。経営陣が、計画の不確実性を

認識した上で、安定した高配当という「確実なリターン」を提供することで、投資家に

変革期を乗り越えるための「忍耐」を求め、その対価を支払うという戦略的な意図が込

められている。特に、現在の株価水準では配当利回りが 6%を超える高水準にあり 20、

これは成長ストーリーに懐疑的なインカム重視の投資家にとっても魅力的な水準であ

り、株価の下支え効果が期待される。 

 

III. 新中期経営計画の多角的評価 

 

 

A. 成長性の分析 

 

 



野心のベンチマーキング 

 

タチエスが掲げる売上高 4,000 億円、ROE10%以上という目標の妥当性を評価するた

めには、競合他社との比較が不可欠である。自動車シートおよび内装部品業界の主要プ

レーヤーであるトヨタ紡織とニッパツ（日本発条）の中期経営計画と比較することで、

タチエスの目標が業界内でどの程度の野心を持つものなのかが明らかになる。 

表 1：中期経営計画・財務目標比較 

項目 株式会社タチエス トヨタ紡織株式会社 ニッパツ（日本発条

株式会社） 

計画期間 2025～2027 年度 
(TVE Wave2) 

2030 年度目標 2024～2026 年度 

売上高目標 4,000 億円 (2030 年

目標) 
2 兆 2,000 億円 8,500 億円 

営業利益目標 -  1,500 億円 520 億円 

営業利益率目標 -  7% 6.1% 

資本効率目標 ROE 10%以上 -  ROE 7%以上, ROIC 
10%以上 

戦略の柱 3 つのシンカ（深

化・進化・新化） 
インテリアスペース

クリエイターへの成

長、CSV 経営 

電動化・情報通信分

野への注力、事業ポ

ートフォリオ改革 

データソース 9 21 23 

この比較から、タチエスの ROE目標 10%以上は、ニッパツの 7%以上という目標を大

きく上回る、非常に野心的な設定であることがわかる。売上高目標についても、現在の

規模（2025 年 3 月期実績 2,853 億円）7 から 2030 年までの成長率は、巨大な競合に

比して高い水準が求められる。トヨタ紡織が「インテリアスペースクリエイター」、ニ

ッパツが「電動化・情報通信分野」への注力を明確にする中、タチエスの「3 つのシン

カ」は、コア事業の強化と新領域への多角化を同時に追求する、より複雑で挑戦的な戦

略と言える。 



 

「J カーブ」の挑戦 

 

最大の課題は、前述の「信頼性のギャップ」である。20 26 年 3 月期に予測される業績

の谷から、20 30 年の目標達成に至るまでの成長曲線は、急激な上昇を描く「J カー

ブ」とならざるを得ない。この急回復を支える具体的な成長ドライバーが計画上、明確

にされていない点が、アナリストや投資家の懸念を呼んでいる。このギャップを埋める

には、既存顧客からの大型受注、EV 向け新規プラットフォームでの採用、あるいは

「新化」戦略における M&A など、ゲームチェンジとなりうるほどのポジティブなイベ

ントが複数必要となる。経営陣には、この J カーブの蓋然性を市場に説得力をもって

説明する責任がある。 

 

B. リスクの評価 

 

本計画には、高いリターンへの期待と裏腹に、内外の重大なリスクが内包されている。 

 

外部環境の逆風 

 

タチエス自身も認識しているように、事業環境は不透明感を増している 1。 

● 中国市場の失速：ガソリン車の販売不振を主因とする中国事業の悪化は、既に業績

の足かせとなっている 24。世界最大の自動車市場における戦略の再構築は急務であ

る。 
● 地政学的リスク：米国の政権交代による関税政策の変更など、グローバルな政治動

向がサプライチェーンや収益性に与える影響は計り知れない 4。 
● EV シフトの揺り戻し：世界的に EV への移行ペースが当初の想定より鈍化してお

り、自動車メーカー各社が車種戦略の見直しを迫られている 4。この変動は、サプ

ライヤーの受注計画に直接的な影響を及ぼす。 

 



内部の実行リスク 

 

計画の成否は、壮大なビジョンを現場で実行できるかにかかっている。 

● 「モノづくり 2.0」の実現性：デジタル化による生産性向上が計画通りに進まなけ

れば、成長投資の原資を確保できず、計画全体が頓挫する可能性がある。 
● 「進化」へのスキルギャップ：「空間プロデューサー」への転換は、従来の機械工

学中心のスキルセットから、ソフトウェア、電子工学、UX デザインといった新た

な専門知識を必要とする。これらの人材をいかに獲得・育成できるかが鍵となる。 
● 「新化」の不確実性：非自動車分野への進出は、本業とのシナジーが不明確な場

合、経営資源を分散させ、コア事業の競争力低下を招く「悪しき多角化」に陥る危

険性をはらむ。具体的なターゲット市場が不明な現状では、このリスクを評価する

こと自体が困難である。 

 

財務リスク 

 

計画されている 2026 年 3 月期の減益は、それ自体が財務的なリスクとなる 17。もし景

気後退や想定外のコスト増により、利益の落ち込みが予測以上に深刻化した場合、成長

戦略に必要な投資を実行する財務的な余力が削がれる可能性がある。 

 

C. 海外展開の評価 

 

タチエスは、グローバル戦略の重点地域として北米と中国を明確に位置づけている 9。
しかし、両地域が置かれている状況は対照的であり、それぞれに異なる課題を抱えてい

る。 

 

主要戦場：北米と中国 

 

● 北米市場：回復と安定化の途上にある。近年の決算では営業赤字が着実に縮小して



おり 17、開発機能の統合や管理機能の合理化といった構造改革が成果を上げつつあ

ることが窺える 6。今後の課題は、この改善基調を確固たるものにし、持続的な黒

字化と再成長の軌道に乗せられるかである。 
● 中国市場：状況は極めて厳しい。主要顧客のガソリン車販売の低迷を受け、売上高

が大幅に減少し、営業損益は赤字に転落した 17。計画で言及されている「減産マネ

ジメント」は、損失拡大を防ぐための防御的な姿勢に過ぎず、劣勢を覆すための攻

めの戦略とは言い難い。NEV（新エネルギー車）が市場の主流となりつつある中国

で、いかにして新たなビジネスを獲得し、反転攻勢に出るのか、具体的な戦略が欠

如している点は重大な懸念材料である。 

以下の表は、地域別の業績推移をまとめたものである。北米の改善傾向と、中国の深刻

な悪化が数字の上で明確に見て取れる。 

表 2：地域別業績推移（連結・億円） 

 

地域 2023 年 3 月期 (実
績) 

2024 年 3 月期 (実
績) 

2025 年 3 月期 (実
績) 

日本 売上高: 414 / 営業利

益: -  
売上高: 589 / 営業利

益: 31 
売上高: -  / 営業利益: -  

北米 売上高: -  / 営業利益: -  売上高: -  / 営業利益: 
24 

売上高: -  / 営業利益: -  

中国 売上高: -  / 営業利益: -  売上高: 78 / 営業利益: 
- 7 

売上高: -  / 営業利益: -  

中南米 売上高: -  / 営業利益: -  売上高: -  / 営業利益: 
11 

売上高: -  / 営業利益: -  

注：データは利用可能な決算説明資料から抜粋。20 25 年 3 月期の地域別詳細実績は公表資料

からは特定できず。20 24 年 3 月期は第 2 四半期累計の実績値。 
データソース: 7 
 

D. 人材戦略の分析 

 

新中期経営計画では、経営基盤強化の一環として「人的資本経営の推進」が掲げられて

いる 9。しかし、この重要なテーマについて、具体的な施策や KPI がほとんど示されて



いない点は、計画の弱点と言わざるを得ない。 

 

スキルギャップの特定 

 

「3 つのシンカ」、特に「進化」と「新化」を成功させるためには、従来の人材ポート

フォリオを大きく変革する必要がある。前述の通り、「進化」にはソフトウェアエンジ

ニアや UX/UI デザイナー、データサイエンティストが、「新化」には新規事業開発の

専門家や異業種の市場知識を持つ人材が不可欠となる。これらの新たなスキルを持つ人

材を、いかにして採用、育成、そして定着させるのか。その具体的な戦略がなければ、

「人的資本経営」は単なるスローガンに終わってしまう。 

 

競合との比較 

 

この点において、競合他社の計画との差は明らかである。例えば、ニッパツの中期経営

計画では、人事制度の見直し、年功要素の廃止、教育体系の刷新、働きやすい職場環境

の整備といった、より踏み込んだ人的資本への取り組みが明記されている 23。タチエス

の計画における具体性の欠如は、戦略策定の甘さ、あるいは情報開示に対する姿勢の課

題を示唆している可能性がある。 

 

E. 知財・無形資産戦略の評価 

 

 

イノベーションという無形資産 

 

中期経営計画資料では知財戦略について直接的な言及は少ないものの 9、その中核には

無形資産の創造という思想が流れている。その最たる例が「五感を刺激する没入シー

ト」である 10。これは単なる新製品開発プロジェクトではない。タチエスの技術力を社



外にアピールし、ブランド価値を高め、そして将来の収益源となる知的財産（IP）を蓄

積するための、まさに旗艦プロジェクトと位置づけられる。 

 

知的財産の堀を築く 

 

今後、自動車の価値がハードウェアからソフトウェアや体験価値へと移行する中で、

「車室空間体験」に関する技術の優位性をいかにして守るかが極めて重要になる。特

に、研究開発に巨額の資金を投じる系列サプライヤーや、異業種からの新規参入者との

競争を勝ち抜くためには、特許網をはじめとする強固な「知的財産の堀（IP Moat）」

を築くことが不可欠である。計画では明示されていないものの、プロアクティブな知財

戦略の構築と実行が、経営の最優先課題の一つであるべきだ。 

 

デジタル変革という無形資産 

 

同様に、「モノづくり 2.0」や DX 推進の取り組みも、単なるコスト削減策として捉え

るべきではない 9。これらは、グローバルに統合され、データに基づいて最適化された

効率的な生産システムという、模倣困難な無形資産を社内に構築するプロセスそのもの

である。このシステム自体が、将来にわたるタチエスの競争力の源泉となる。 

 

IV. 市場及びステークホルダーの反応 

 

 

A. アナリスト及びメディアの評価 

 

新中期経営計画に対する市場専門家の評価は、期待と懸念が入り混じり、明確に二分さ

れている。 



 

アナリストのレーティング 

 

アナリストの評価は割れている。一部のアナリストは、短期的な業績悪化リスクや計画

の不確実性を重視し、「中立（Neutra l）」のレーティングを付与している 25。一方

で、あるアナリストは長期的な変革ストーリーと株価の割安感を評価し、目標株価を

2,40 0 円とする「強気買い（Strong Buy）」の判断を示している 28。この評価の分岐

は、投資家が短期リスクと長期リターンのどちらに重きを置くかによって、タチエス株

への見方が大きく異なることを示唆している。 

 

バリュエーションの乖離 

 

この評価の分裂は、目標株価の大きな乖離にも表れている。「強気買い」の根拠となる

目標株価 2,40 0 円 28 は、現在の株価から大幅な上昇余地を示唆する野心的なものであ

る。しかし、PBR や PER といった伝統的な指標に基づく理論株価は 1,70 0 円～1,80 0
円近辺と試算されており 25、両者の間には大きな隔たりがある。このギャップは、「強

気買い」評価が、中期経営計画の最も野心的な部分（「進化」や「新化」）が完全に成

功するという、極めて楽観的なシナリオに依存していることを物語っている。 

 

メディアの論調 

 

メディアの報道は、日刊工業新聞などが報じた革新的な「五感を刺激するシート」や、

「3 つのシンカ」というキャッチーなコンセプトに焦点が当てられる傾向にある 8。こ

れは、タチエスが未来志向のメッセージを市場に発信するという点では成功しているこ

とを示す。しかし、その裏側にある 20 26 年 3 月期の減益予測といった、より厳しい

現実に対する掘り下げた分析は少ない。 

 

B. 投資家及び株式市場の反応 



 

株式市場の反応は、冷静かつ慎重であり、計画に対する全面的な信任には至っていな

い。 

 

発表後の株価動向 

 

計画が発表された 20 25 年 5 月 30 日、タチエスの株価は一時的に上昇し、出来高も

493,80 0 株と急増した 30。しかし、その勢いは持続せず、株価はその後落ち着きを取

り戻し、発表前の水準で推移している 30。この動きは、市場が計画に一時的な関心を示

したものの、本格的に買い進めるほどの強い確信を得られていない「様子見」の姿勢を

反映している。 

 

PBR が示す市場の評価 

 

より長期的な市場の評価は、株価純資産倍率（PBR）に表れている。タチエスの PBR
は、新計画発表後も依然として 0 .6 倍台という低水準で推移している 20。PBR が 1 倍

を割り込んでいる状態は、市場が「その会社の純資産を効率的に活用して、資本コスト

を上回る利益を生み出すことができない」と評価していることを意味する。これは、会

社が ROE10 %以上という目標を掲げたにもかかわらず、市場の根深い懐疑心を払拭で

きていないことの動かぬ証拠である。 

 

株主還元の意味合い 

 

このような市場の懐疑的な見方の中で、前述の積極的な株主還元策は、投資家にとって

最も具体的で魅力的な要素となっている 19。高い成長への期待という「不確実な未来の

果実」よりも、下限が保証された高い配当という「確実な今日の果実」を重視する投資

家にとって、この政策は不確実性の高い変革期においても株式を保有し続ける強い動機

となる。市場が計画の成功を確信するまで、この手厚い株主還元が株価の重要な下支え



役を担うことになるだろう。 

 

V. 戦略的提言と今後の展望 

 

 

総合評価（SWOT 分析） 

 

本中期経営計画の分析を総合すると、タチエスの現状は以下の通り整理できる。 

● 強み (Strengths) ：Wave1 で証明されたリストラクチャリング遂行能力、特定の

系列に属さない独立系としての顧客基盤の多様性、投資家を繋ぎとめる強力な株主

還元策。 
● 弱み (Weaknesses) ：短期的な業績悪化予測と長期的な成長目標との間の「信頼

性のギャップ」、人材戦略や「新化」戦略における具体性の欠如、最重要市場の一

つである中国事業の不振。 
● 機会 (Opportunities) ：「進化」戦略による車室空間システムへの事業拡大、EV

化の進展に伴う新規顧客の獲得、「新化」戦略による非自動車分野への多角化。 
● 脅威 (Threats) ：「モノづくり 2.0」が計画通りに進まず投資原資が枯渇するリス

ク、トヨタ紡織など巨大な競合との競争激化、地政学的リスクや市場の急変。 

 

経営陣への提言 

 

この分析に基づき、タチエス経営陣が計画の成功確率を高めるために取り組むべき課題

として、以下の 3 点を提言する。 

1. 信頼性のギャップを埋める：2026 年 3 月期の減益予測の背景と、そこから 2030
年の目標達成に至るまでの具体的な道筋を、透明性の高いデータとマイルストーン

をもって速やかに説明する必要がある。どのような新規受注や事業展開を、いつ頃

までに実現すれば目標達成が可能になるのか、その蓋然性を市場に示すべきであ

る。 



2. 「ソフトな戦略」に具体性を与える：人的資本経営と「新化」戦略について、具

体的な行動計画と KPI を公表すべきである。「進化」「新化」の実現のために、

どのようなスキルを持つ人材を、何人、どのように獲得するのか。非自動車分野と

して、どの市場を、どのような基準で調査・検討しているのか。具体性が伴わなけ

れば、市場からの信頼は得られない。 
3. 明確な中国事業立て直し計画の提示：現状の守りの姿勢は不十分である。中国の

NEV 市場でビジネスを獲得するための、製品戦略、顧客戦略、パートナー戦略を

含んだ、積極的かつ具体的なターンアラウンド計画を策定し、市場に提示すること

が急務である。 

 

ステークホルダーへの展望 

 

● 投資家にとって：タチエスへの投資は、ハイリスクな企業変革への賭けと、高利回

りの安定配当という安全網を組み合わせたものとなる。今後の注目点は、「モノづ

くり 2.0」によるコスト削減の進捗、「進化」領域における具体的な製品の受注獲

得、そして「新化」領域に関する何らかの具体的な発表である。特に 2026 年 3
月期の業績は、経営陣の予測能力と事業運営能力を測る上で、最初の重要な試金石

となるだろう。 
● 業界関係者にとって：タチエスは、変革期にある独立系サプライヤーが、いかにし

て生き残り、進化していくかを示す重要なケーススタディとなる。同社が単なる部

品メーカーから「車室空間プロデューサー」への転換に成功するか否かは、業界の

他の多くの企業にとっての試金石となるだろう。この新たな領域におけるトヨタ紡

織など大手との競争力学は、今後数年間の業界を占う上で、最も注目すべきポイン

トの一つである。 
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